
西　教　寺　報

４
月
（
３
月
）

門
徒
講
金
…
一
〇
〇
〇
円
（
年
間
）

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
、
前
ご
門
主
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
懇
念
を
結
集
し
、
伝
道
教
化

に
資
す
る
よ
う
設
け
ら
れ
た
の
が
「
門
徒
講
」
で
す
。

全
額
本
山
（
西
本
願
寺
）
へ
納
め
ま
す
。

（
女
性
）
婦
人
会
費
…
三
〇
〇
円
（
年
間
）

年
一
度
の
婦
人
会
研
修
会
な
ど
の
諸
活
動
に
当
て
ら
れ

ま
す
。
収
支
報
告
は
総
会
時
に
し
て
い
ま
す
。

（
男
性
）
白
道
会
費
…
三
〇
〇
円
（
年
間
）

女
性
も
可
で
す
。
年
に
一
度
（
八
月
）
高
名
な
ご
講
師

を
お
呼
び
し
ま
す
。
決
算
報
告
は
白
道
会
大
会
中
に
し

て
い
ま
す
。

７
月
…
麦
初
穂

12
月
…
秋
初
穂

西
教
寺
門
徒
会
費
で
す
。
昔
は
、

春
秋
の
収
穫
時
期
に
、
麦
や
お
米

を
お
供
え
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
お
金
に
変
わ
り
ま
し

た
。
今
の
と
こ
ろ
他
寺
の
よ
う
に

定
額
会
費
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
無
理

の
な
い
と
こ
ろ
で
お
支
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
は
、お
寺
の
必
要
経
費
（
人

件
費
を
除
く
）
の
約
一
割
（
11
％
）
に
相
当
し
、
伽
藍

の
維
持
管
理
費
（
火
災
保
険
な
ど
）
と
、
ご
法
義
繁
盛

の
た
め
の
宗
教
活
動
費
（
年
回
案
内
・
法
座
案
内
や
寺

報
な
ど
）
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

遠
隔
地
の
皆
さ
ん

報
恩
講
に
お
参
り
し
た
際
に
二
千
円
（
門
徒
講
金
千
円
・

麦
秋
初
穂
千
円
）
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※
領
収
書
が
必
要
な
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

西教寺のつなぎもの

除夜の鐘　　　長ノ木本坊　　大晦日　午後１１時４５分～
修正会　

除
じ ょ や

夜の鐘
かね

・修
し ゅ し ょ う え

 正 会
ごおんで明けて　ごおんで暮れる　ご恩尊や　寺の鐘

長ノ木本坊では、仏教では珍しいお酒
を頂く行事「ご流盃（親鸞さまのお流
れを皆で頂戴する行事）」もあります。

長ノ木本坊　　元旦　　午前８時３０分～１０時
　　　　　　　２日　　午前９時～１０時 30 分
蔵本通支坊　　元旦　　午前 7時～８時
三津田支坊　　元旦　　午前 7時～８時

今年も暮れてゆきます。西教精舎
の鐘の声　諸行無常の響きあり。

蔵本通支坊の荘厳なお飾り

どうぞ帰省されたご家族とごいっしょにいっしょにお参り下さい。普段仏法を聞く機会のないご
家族に、少しでも仏縁を結んであげて下さい。小さいお子さんにはお年玉を。大人にはくじ引き
で前住職の色紙が当たります。

春初穂御礼
１，８１８６，００円

西教寺は、みなさんの春秋初穂のお供えによって支えられています。




